
第 1回荏田コミュニティハウス委員会議事録 

■日 時  令和元年 9月 28日（土）午後 1時～2時 
■場 所  荏田コミュニティハウス 地域活動室     

■出席   委員 13名（4名欠席） 指定管理者：佐藤事務局長・布施館長・土本チーフスタッフ 

地域振興課：大柿職員 

 

１ 指定管理者より挨拶 

   佐藤事務局長より、委員会要綱に沿って、設置目的の説明 

 

２ 開会 

青木会長挨拶 

 

３ 報告事項 

（１）開館以降の管理運営について  

    資料に基づいて館長より説明 

    運営体制・スタッフ業務内容・開館後の事故、修繕など 

    地元から採用したスタッフ 7名がオールシフトで対応している 

    笑顔の優しい対応を皆で心掛けている 

 

（２）利用状況について 

   資料に基づいて館長より説明 

     1 ヶ月約 1,500人  個人利用（学習室）に人気がある 

     個人利用が全体の 60％を占める 

     登録団体は 161団体 

     部屋稼働率は前時間帯で 49％  午前は 65％  

 

     図書貸出を 7/1から開始  現在貸出登録者 72人 蔵書は 340冊余 

 

     今後もっと PR して、利用者を増やしていきたい 

 

 （３）自主事業の実施状況について 

     資料に基づいて館長より説明 

     開館記念式典以降実施した自主事業について、実施日・内容・参加者数を報告 

 

４  議事 

    特になし 

 



５ その他 

 

《各委員からの質問・意見》 

    ・利用者数が増えていて素晴らしい。 

 

    ・自主事業の参加費について、有料・無料はどのように決めているのか？ 

        ⇒コンサートなど、たくさんの方に楽しんでいただけるものは無料 

          特定の少人数の参加となるものは、受益者負担の観点から、有料 

 

    ・自主事業の周知の方法は？ 

        ⇒広報 AOBA・コミハ HP・掲示板などを使っている。 

         今後地域への回覧（コミハだよりのような形で）もお願いしたいと考えている。 

 

    ・曜日別の利用状況は？ 

        ⇒平日はとくに差がないが、週末は団体利用・個人利用ともににぎわっている。 

          この地域の方々のライフスタイルがうかがえる。 

 

    ・駅前立ち寄りサロンをコミハで開催するようになって、スタッフの温かい出迎えが有難い。 

     部屋に時計が欲しいなどの、細かな要望にもすぐに応えていただいた。 

 

    ・中学生の子どもにぜひ学習室を勧めたい。     

 

・自主事業の企画については、地域のニーズを吸い上げ、地域の人材をうまく使ってほしい。 

 

    ・広報やネットでの PR も良いが、自治会回覧も有効利用するとよい。 

     講座を自分で探す（関心のある）人以外にも、幅広く届く。 

 

 

６ 閉  会 

徳江副会長挨拶 

     

 


